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1内容

（1）村井先生の水泳に関するご功績

氏名　村井良和　昭和九年三月二十七日生まれ

中学校、高等学校時代から岩手を代表する競泳の選手であったが、日本大学

在学中は、先輩である古橋広之進（故日本水泳連盟名誉会長）選手とともに、

水泳に取り組み各種大会で活躍した。

選手時代を含め四十五回の多々にわたり国民体育大会に選手・監督として参

加。平成五年の国体で国民体育大会功労者特別表彰を受けた。

また第二回アジアエージグループ水泳大会に日本選手団コーチを務め、平成

七年（財）日本水泳連盟ジュニアブロックニュウジーランド遠征日本選手団団

長としてオリンピック日本代表を育成する責任者としてその使命を果たした。

以上のように長さにわたり岩手の水泳の普及発展に誠心誠意取り組み、現在も

また情熱を持って其の責務を果たしております。

水泳競技関係役職歴及び功績

昭和三十一年

昭和三十七年

昭和四十八年～（三年間）

昭和六十二年～平成十二年

平成十三年～現在

岩手水泳協会若手役員として手腕を発揮した。

岩手水泳協会から岩手県水泳連盟に改称と同時に常務

理事に就任。組織強化に取り組み盛岡水泳協会を立ち上

げ、新進気鋭の理事長として盛岡スイミングスクールを

新設し、水泳の普及発展に尽力した。

盛岡スイミングスクールは、そのたち上げから奔走し、

現在まで延べ十五万人の卒業生を輩出。

岩手県水泳連盟理事長兼盛岡水泳協会理事長として東

北大会の運営等手腕を発揮した。

岩手県水泳連盟理事長に再任され、水泳連盟組織体制

の確立と強化に尽力するとともに岩手インターハイの

大成功に手腕を発揮した。

岩手県水泳連盟副会長として岩手で行われた全国大会

などに岩手を代表する「顔」として全国から来る役員を

おもてなしいただいたり、運営面での貴重なアドバイザ

ーとして力を発揮していただいております。

2　水泳の栄誉に関する事項

昭和五十二年　盛岡市体育協会功労賞

平成　五年　国民体育大会功労者特別表彰

平成　　六年　岩手県体育協会功労賞

日本水泳連盟有功賞

平成　十三年　東北体育協会連合会スポーツ振興功労賞

平成　二十年　岩手県教育表彰（社会体育功労賞〉



平成二十一年　文部科学大臣表彰（生涯スポーツ功労賞）

平成二十三年　叙勲（旭日双光章）

（2）村井先生の岩手県パン工業組合でのご功績

1内容

昭和五十一年

平成　四年

平成十一年

平成十三年

日本パン科学会が岩手県産のハチマンコムギ、ナンブ

コムギなどを使用した内麦加工利用法の開発研究に着手

その後、岩手県パン工業組合が研究開発を受け継ぎ、大

きな成果を挙げることができた開発研究の中核として尽

力した。また昭和58年には、地場産業総合振興事業の

「県産小麦、及び大麦を使用したニュータイプパン」の

開発にも率先して取り組み全国でも有数の取り組みをい

ち早く取り組んだ立役者である。

平成6年まで3年間地域中小企業技術高度化事業「細

胞融合による有用パン酵母の開発」の中心的役割をにな

い、研究開発型組合として岩手県パン工業組合の存在を

全国に知らしめた功績は大なるものがある。

岩手県パン工業組合創立50周年記念事業として岩手

大学農学部との共同研究「県産米の粉化の試験研究」に

着手。その成果を「玄米粉の製造方法、玄米粉を用いた

パン類、キビ粉の製造方法及びキビ粉を用いたパン類」

として特許を取得。現在広く全国に知れわたっている米

粉パンの研究開発にも積極的に取り組み成果を上げた。

以上のような功績によりこの年5月より岩手県パン工

業組合理事長に就任。以降、地場産小麦使用パン、米粉

パン製品の研究継続・販売とともに学校給食パン製造な

ど岩手県内の児童・生徒の学校給食改善と食青の向上の

ために尽力し続けております。

（3）村井先生の岩手県保護司会でのご功績

平成　　四年

平成　十三年

平成　十四年

盛岡河南分区保護司として、積極的に活動。少年院訪

問や相談活動に誠心誠意取り組んだ。

誠意あふれる活動と行動力が評価され、盛岡に五地区

ある分区の分区長に推薦され、引き受ける。上に立つも

のとして、保護司の先頭に立ち、熱意あふれる活動を行っ

た。

盛岡地区保護司会会長に推薦され、会長として社会を

明るくする運動県民大会や各種大会に保護司の代表とし

て出席し、その責務を全うするとともに、若人の更生に

現在も尽力している。



2　保護司会の栄誉に関する事項

平成　十三年　　河南地区分区長

東北地方保護司会連盟会長表彰受賞

平成　十四年　盛岡地区保護司会会長に就任

盛岡市長感謝状

平成　十七年　岩手県知事感謝状

平成二十一年　全国保護司連盟会長表彰

平成二十三年　法務大臣表彰（十月四日「第36回岩手県更生保護研究大会」で受賞

することが決定しております）
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（第3程郵便物認可）

食と水泳を通じて、地域に根差した人

材育成に情熱を傾ける村井良和さん
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県の水泳振興に貢献した村井良和さんサ癖
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